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十年の下閂けを師る平成 29年肯彙区消lt出初式が1月 5日青■・ .会宣
等にて15われました 当日は天

'実

に●.よまれ 多くの方にこ来ういたた
とました

第 1部 の式典では 言葉区の防災に功労のあつた方や優れた防火ホスター
を描いた区内の小学生に対する表彰を行いました

また 今年 ま消防音楽隊による.・ 晴らしいミニコンサートもありました
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明暦の大火′の2年後の万治 2年 (1659年 1月 4日上野東照官の前で行つた
出初の儀が始まりとされています 時の老中稲葉伊予守正則が 定火消総知 隊 |
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を率いて 出初を行つて気勢をあけたことが 当時焦土の中にありle望の淵に
立たされていた江戸庶民に 大きな希望を与え 以降恒例行事となりました

X「振袖火事Jとも言われ 江戸三大大火に数えられています 本郷丸山の本l■寺から出火し
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江戸全市のみならず江戸城本丸まで焼き払い 死者 10万 7千人余りに達したと言われています
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l桐蔭横浜大学

桐蔭Ⅲ浜大学法学]の渡追です

私は 学生生活を迷る中で何かlt●貢献をしたいと考えていました その時 青葉消防□が回員を募集
してしヽることを知り 入口を決意しました まだ入団して日が残いですか ]1練を積んで 少しても青
葉区の防火防災の罰帯を担えるようになりたいと思いますのでよろしくお願いします

消防団員募集中
肯防□員は 書段は自分の場業や学業を持ちなから 平常時には

'じ

域の防火 防災の担い子として
また災害発生時には '育火 讐蔵などの消防活動を行い 地域の時災リーターとしての役割を担っ
ています 近年 消妨頭 は減少傾向で 高齢化ヽ進んでいることから 将来の担い手となる言い
団員の確保に取り組んています 1女性の入日ヽ大欽迎です )

区内大学の学生ゃ企業の方々にも入団を呼しかけ 消防□の活生化に繋けるとともに地域防■体制
の■警の充実を図つていきたいと考えています 消防団員として 一緒にわたしたちの街を7り ま
しょう ・ヽ o・ /■ ,

0'こ■■|`

青防□員の身分 ま筍, ●公務員です
年齢 18歳以上で かつ 横浜市音責区に住局 tI務 在宇のいすれかが当てはま
る人であれば男女llわず入口で■ます 実rに学生の I防日員も活発に后新してい
ます また 袢rlの 言勁は夜間 土日が中して,

消防団通信、第 5回 日は、1‐ ビテピヌ♪学生団員 ′ をご紹介しさす
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